
はなさき支援学校 コーポレーションタイム 

 

１ コーポレーションタイムとは 

はなさき支援学校が開校するに当たり、 

(1)小学部、中学部、高等部が連携した特色ある教育課程が作れないか。 

(2)児童生徒、保護者、地域の願いを踏まえた 2つの身につけたい力（「生活する力」「人(社会)と関わ

ろうとする力」）の育成を反映できる授業ができないか。 

という 2つの願いから校内研修を重ねて作り上げてきた小中高等部の縦割りの授業です。 

コーポレーション（Corporation）には「多くの組織が合併してできた団体」という意味があり、「コ

ーポレーションタイム」には小学部・中学部・高等部の児童生徒が一緒に協働学習(生活単元学習、作

業学習)を行う中で、有機的に関わる時間や場所、学習内容、その積み重ねを通して「生活する力」「人

(社会)に関わる力」を高めてほしいという願いが込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ コーポレーションタイムの構成 

 コーポレーションタイムは、作業学習の 5 つの班に小・中・高等部の児童生徒が所属し、中学部と高

等部は週に 1回の協働学習、小・中・高等部は年間 10回程度の計画を立てて協働学習に取り組んでいま

す。 

 

    

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

３ コーポレーションタイムの様子 

 最初は、「知らない人がいて不安」「小さい子が苦手」「教えるのが難しい」と不安を口にする児童生

徒もいますが、活動を続けていくうちに 

① 異年齢集団で色々な人と場の共有 

② 役割意識・意欲、色々な経験や体験 

③ コミュニケーションの学びなど 

を積み重ねていくことにより「教えることができて嬉しかった」「先生や先輩に褒められて嬉しい」「ま

たやってみたい」と前向きな感想も出てきて関わりの中での成長を感じる場面も増えてきます。 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

    

 

 

  

園芸美化班 

木工班 窯業班 

家庭班 

手工芸班 


